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第 2 章では，本反応を環状テトラアミン類のカルボニル化に応用し，分子内に 2 つの環状尿素ユニットを有する新


























規なトリシクロ化合物を合成し，その立体構造を X 線結晶構造解析により決定している o
(5)上記トリシクロ化合物の安定構造と標準生成エネルギへならび、に結合回転に伴うエネルギーの変化を半経験的分
子軌道法計算により求め，生成物分布は動力学的支配により決定されていることを示すとともに リチウムカチオン
の配位により環状尿素ユニットの反転エネルギー障壁が大きく減少することを明らかにしている。
以上のように，本論文ば，実験化学的には明らかにすることが困難な，不安定活性種の生成経路を理論化学的手法
により解明するとともに，セレン触媒カルボニル化反応を応用することにより新規環状尿素類を合成し，その立体構
造を決定している。これらの成果はヘテロ原子化学および‘有機合成化学の発展に寄与するところが大きし、よって本
論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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